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あけましておめでとうございます。
今年も皆様にとって

良い一年でありますように

旬な情報をお届けします！

青木ヶ原樹海における保全と利用のバランス
～富士山青木ヶ原樹海等エコツアーガイドライン推進協議会～

今年度２回目の協議会が、
１２月２１日（水）富士吉田
合同庁舎において開催され、
エコツアーガイドラインの遵
守のあり方や見直しの必要性
などについて協議を行いまし
た。
具体的には、夜間プログラム

・野生動物への餌付け（誘引）の是非、１団体あたりの
ガイド数に関する規定の在り方、宿泊施設等関係者への
エコツアーガイドラインへの理解・協力の必要性、倒木
の取り扱い等について、様々な議論が展開されました。
またエコツアーガイドラインは青木ヶ原溶岩流の上に広
がる約３０平方キロメートルのいわゆる原生林を中心と
した大室山から御庭・奥庭までの原生的なエリアを対象

、 、としていますが 自然の保全と利用のバランスを考慮し
既に人の手の入っているエリアと、ありのままの自然を
保全すべきエリアに分けて利用の仕方を見直すことが必
要であるという意見もありました。
次回の協議会では、メンバーが、現行のガイドライン

について見直しを行うべき点を提案し、かけがえのない
貴重な自然を保全するため、より実効性の高いガイドラ
インの運用に向けた協議を行う予定です。

ふるさと忍野案内人
茅葺き屋根の民家、深く透き
通る八つの小さな池、富士山
を一望する二十曲峠、古き良
き時代を偲ばせる心象風景が
広がる忍野村 「ふるさと忍。
野案内人」は「村を案内して
くれるガイドはありません
か」そんなお問い合わせを頻
繁に受けた、忍野村役場が立

ち上げた地域密着型の観光ボランティアガイドです。自
然・文化・歴史・伝説などを紹介しながら、忍野八海を
２時間～３時間のコースで案内します。将来的には村全
体を案内することができたらと考えています。本格的な
スタートは平成１８年４月で一年を通して四季折々の忍
野を楽しんでいただけます。修学旅行はもちろん、ご家
族やお友達で忍野村を訪れた際には、是非、ご利用くだ
さい （忍野村役場地域振興課 長田）。

忍野村役場地域振興課０５５５ー８４ー３１１１問い合わせ：

富士山レンジャーという仕事（その ）4
インタープリターとしてのレンジャー

－環境教育・自然解説業務－

みなさんは「インタープリター」という言葉を聞いた
ことがありますか？「インタープリター」とは直訳する
と「通訳者」という意味になります。ここで言うインタ
ープリターとは、動植物などあらゆる自然が発するメッ
セージを人に伝える人のこと、つまり自然解説者という
ことです。
「環境教育・自然解説」業務は、富士山レンジャーの

インタープリターとしての業務ですが、具体的な業務内
容としては次の二つがあります。

」まず、第一に「環境教育
です。富士ビジターセンタ
ーにてプロジェクター等を
用いながら富士山の自然や
環境保全、富士山レンジャ
ーの活動についてなど、富
士山に関する環境学習会を
実施しています。より多く
の人に、富士山の現状を知

ってもらうために、巡回の際に回収したゴミや、写真な
どを資料として使っています。富士山で活動している富
士山レンジャーだからこそわかる富士山の今をより多く
の人に伝えることが出来ればと思います。学習会以外に
も夏休みの期間には、富士山に関する自由研究の相談を
随時行っています。
また、環境学習会は「出張講座」という形態でも行っ

ています。時間や人数の関係で富士ビジターセンターに
来ることが出来ない場合、その他の理由から富士ビジタ
ーセンター以外の場所で環境学習会を行うことがより適
当と考えられるときには、富士山レンジャーが出向いて
環境学習会を行っています。昨年 月には富士吉田市11
内の小学校からの依頼で、ゲストティーチャー（講師）
として学校に出向き、出前授業を行いました。

です。第二は「自然解説」
富士山及び周辺地域を訪れ
た人に対して富士山五合目
周辺や富士ビジターセンタ
ーの敷地に隣接する富士山
自然観察園にて、富士山の
噴火やその成り立ち、森林
のでき方、そこに暮らす動

植物についてなど、ただ富士山に登るだけでは気づくこ
との出来ない富士山にまつわるあれこれを伝えていま
す。自然解説を行うときには、話を中心とするのではな
く、コケに触ってもらったり、木の匂いを嗅いでもらっ
たり、富士山の自然を体感してもらえるように心がけて
います。

富士山レンジャーが以上のような「環境教育・自然解
説」を行うのには訳があります。
一つは、富士山及び周辺地域を訪れた人に自然解説等

「 」 。を通して より深い富士山 を楽しんでもらうためです
もう一つは、富士山の自然や現状について学んでもら

うことによって、富士山を大切にしようとする環境保全
意識の高揚を図るためです。
いつの日か、私たち富士山レンジャーによる環境教育

や自然解説を体験した人の中から富士山レンジャーにな
る人が出て来てくれることを夢見ながら、日々「環境教
育・自然解説」の業務に励んでいます。

（ ）富士山レンジャー 萱沼進

富士山レンジャーホームページ開設！
活動報告、レンジャー制度、富士山の今の姿をお伝えします。
ＵＲＬ＝http://www.eps4.comlink.ne.jp/~fujisan/ranger/ranmain.htm

第１回影富士写真コンクール最優秀賞
古賀孝行（千葉県市川市在住）撮影場所～剣が峰の登り口

主催 富士山吉田口旅館組合



富士山学習支援プログラムのご案内

富士さんへ謹賀新年間もなく入選作品発表

富士山憲章
1富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。
1富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。
1富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。

、 。1富士山の環境保全のために 一人ひとりが積極的に行動しよう
1富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。

平成１０年１１月１８日 山梨県・静岡県
富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全の
ための行動規範を示し、富士山の環境保全を呼びかけ、国民的
な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的とします。富
士山憲章に賛同していただく方は、富士山１億人委員会へ加入
をお願いします。
お申し込み、お問い合わせ：富士山ボランティアセンターまで
（ 。）※富士山ボランティアセンターＨＰでも直接入会できます

富士山ボランティアセンターニュース発行：
山梨県観光資源課富士山山岳担当富士山ボランティアセンター
（富士ビジターセンター内）〒４０１－０３０１

山梨県南都留郡富士河口湖町船津剣丸尾６６６３－１
TEL 0555-20-9229 FAX .0555-72-4114
E-mail：fujisan@eps4.comlink.ne.jp

/http://www.eps4.comlink.ne.jp/~fujisan

富士山を学ぼう～富士山信仰のまち、上吉田 富士山ボランティアセンターからのお知らせ

富士山ボランティアセンター・富士山レンジャー
は、富士山の環境保全活動推進を目的に活動を行っ
ている県の機関です。富士山学習を通じ、多くの人
が富士山とふれ合い、知識を深め、富士山を愛する
心や環境保全の意識を育むことを目的とし、富士山
学習の支援事業を実施しております。交通費や謝礼
等は一切必要ありません。
１体験型学習（富士山自然観察園ミニエコツアー）

「富士山自然観察園」の散策路を歩きながら、富士
山の噴火や成り立ち・剣丸尾溶岩流上の溶岩地形・
森林のでき方などの説明を行います。自然観察を通
して富士山の自然について楽しく学ぶことが出来ま
す。

２学習会
富士ビジターセンターにて、プロジェクター等を
用いながら、富士山の自然や環境保全に関する学習
会を実施いたします。

３出張講座
県内の富士山周辺地域であれば、富士山ボランテ
ィアセンター職員・富士山レンジャーが学校等を訪
問し、富士山の自然や環境保全に関する学習会を実
施します。総合的な学習の時間や富士山学習・地域
学習に最適です。

事前の打合せ・下見を行う
ため原則として１か月前に
、 。 、は ご連絡ください なお

スケジュ－ルの都合からお
申し込みに対応できない場
合もございますので、あら
かじめご了承下さい

１月１１日現在およそ４８０通の応募を頂き、
1月２０日の入選作品発表に向けて審査を行っ
ております。入選作品200点は１月２３日から

。 、下記の場所に展示予定です 全国から集まった
個性豊かな美しい富士山のイラストやメッセー

ジが書きつづられた年賀状を是非ご覧になってくださ
い。尚、富士山ボランティアセンターホームページで
も発表いたします
※入選作品展示場所（予定）

１月２３日（月）～１月２９日（日 ：道の駅「ふじよしだ」）
１月３０日（月）～２月５日（日 ：富士吉田郵便局）
２月６日（月）～２月１２日（日 ：道の駅「なるさわ」）
２月１３日（月）～２月１９日（日 ：マックスバリュー櫛形）
２月２０日（月）～２月２８日（火 ：道の駅「かつやま」）
３月１日（火）～： 富士ビジターセンター」「

、富士山は昔から信仰の山とされ
既に奈良時代には信仰の対象であ
ったと伝えらされています。その
ような中で、山梨県富士吉田市の
上吉田地区は北口（吉田口）登山
道の起点であるため古くから富士
山の信仰登山の拠点となっていま
した。多くの道者（どうじゃ：富
士山に信仰登山をする人）を受け
入れした御師（おし）が集住して
いた町です。 御師とは富士山の

神霊と道者との仲立ちをし、加
持祈祷などを行い、宿泊や登山
の世話などを行った人のことで
す。特にこの地区の御師は、富
士山そのものを本尊として信仰
するため「富士山御師」とも呼
ばれています。自分の家を宿泊

所とし、道者の受け入れを行っていました。現在、道
者を受け入れている御師の家は４軒だけですが、江戸
時代の最盛期には８６軒あったと言われています。
御師の家は、その利用目的から一般の住宅とは少々

異なる、興味深い構造を有しています。例えば、家の
人が利用する玄関とは別に宿泊する道者のための大き
な玄関が家屋の正面にあります。さらに、敷地の形状
も特徴的で、ほとんどの家には大通りに面する場所に
門柱があり、そこから「たつ道」と呼ばれる細く長い
道が入口の門までつながっています。門をくぐると庭
があり体を清めるために使われた水が富士山の方向か
ら流れているなど独特のものです。
今でも古い御師の家が古い町並みのままに何軒も残

っています。また、上吉田地区には西念寺、上行寺、
扶桑教会、北口本宮富士浅間神社、富士山元講（御法
会身禄講 、金鳥居など歴史を感じさせるお寺や神社）
などが数多くあり、往時に思いを馳せながら散策を楽
しむことができます。皆さんも機会を見つけて上吉田
地区を訪れてみてはどうでしょうか。

全国からの富士
講の道者で賑わう
上吉田
（落合芳幾「冨士
北口登山男女 ）」

昭和の初期、上吉田地区のお土産物屋で販売されていた
富士登山案内が描かれた扇子（左）イラストと文章で富士山
や富士五湖を案内した漫画（中央）砂走りを当時の人が降り
る様が描かれています（右）

、 「 」富士山五合目自然解説員の研修のため 御師の家 大国屋
さんに伺った折に、富士山にまつわる貴重な品を見せていた
だきました。 （資料提供：大国屋）
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